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別紙１ 

 

2022年度（前期）防災対策調査特別委員会の重点調査事項 

 

 

１ 本庁・振興局の防災体制ならびに庁内事業継続計画（ＢＣＰ）について 

 

２ 内水処理対策について 

 

３ 河川・土砂災害対策（円山川緊急治水対策、危険度判定システム等）につい

て 

 

４ 地震・津波対策について 

 

５ 高潮対策について 

 

６ 原子力事故災害対策について 

 

７ 雪害対策について 

 

８ 自主防災組織について                         

 

９ 市民（子どもを含む）防災意識の向上について 

 

10 感染症対策等について 
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午前９時２３分開会 

○委員長（上田 伴子） 皆さん、おはようございま

す。少し早いですが、皆さんおそろいですので、た

だいまより防災対策調査特別委員会を始めたいと

思います。 

 まず、本日の委員会に欠席届のありましたのは、

委員ではございません。 

 本日の委員会では農林水産課の山本参事、日高振

興局の地域振興課、池内課長から本日の委員会を欠

席する旨のお申出があり、これを許可しております

ので、ご了承願います。 

 それでは、私、このたび防災対策調査特別委員会

の委員長をさせていただきます、上田伴子です。ど

うかよろしくお願いいたします。 

 防災のほうでは本当に、昨年、その前も大きな災

害もなく過ぎておりますが、日本各地で、あちこち

でいろんな災害もありまして、緊張感は持っていか

なければならないと思っております。また、市域の

中では、いろんな要望もありますので、それに真摯

に当たっていかなければならないと思っておりま

す。私もなかなか気がつきませんが、どうかよろし

くお願いいたします。 

 それでは、協議に入ります前に、今回役員改選後

初めての委員会でありますので、ここで出席者の皆

さんに自己紹介をいただきたいなと思います。 

 まず正副委員長、各委員、それから当局職員、最

後に事務局という順序でお願いいたします。 

 私、先ほど言いました、委員長の上田伴子です。

どうかよろしくお願いいたします。 

○委員（太田 智博） 皆さん、おはようございます。

当委員会の副委員長を仰せつかることになりまし

た、太田智博でございます。何分初めてでございま

す。上田委員長をしっかりとサポートしながら、各

委員、各当局の皆さんと一緒に当委員会に与えられ

た業務をしっかりと進めていきたいと思いますの

で、この１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員（松井 正志） 松井です。ちょっと体重じゃ

なくて、年齢だけは重量級の松井ですが、どうぞよ

ろしくお願いします。 

○委員（田中藤一郎） おはようございます。田中で

す。前回に引き続き２回目の防災です。やはり防災

は非常に、いつ起きるか分かんないですけども、し

っかりとした対応等々、私自身も勉強させていただ

きたいと思いますので、また１年間よろしくお願い

します。 

○委員（木谷 敏勝） さすがに危機管理を扱う委員

会で、開会５分前には全員おそろいだということで、

非常に頼もしい委員会だと思っています。木谷敏勝

です。よろしくお願いします。 

○委員（浅田  徹） おはようございます。浅田で

ございます。久しぶりにまた、しっかり将来見据え

て頑張っていきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○委員（米田 達也） おはようございます。私、防

災の委員させていただいてます、米田です。まだま

だ駆け出しの新人でございますので、勉強させてい

ただきます。よろしくお願いします。 

○防災監（山本 尚敏） 防災監の山本尚敏です。よ

ろしくお願いいたします。 

○防災課長（畑中 聖史） 防災課長、畑中聖史と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○健康福祉部参事（谷岡 慎一） 健康福祉部の谷岡

です。どうぞよろしくお願いします。 

○健康増進課長（宮本 和幸） おはようございます。

健康増進課長の宮本です。よろしくお願いします。 

○健康増進課参事（村尾 恵美） 失礼いたします。

健康増進課参事の村尾と申します。よろしくお願い

いたします。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） おはようござ

います。コウノトリ共生部長の川端です。引き続き

よろしくお願いいたします。 

○農林水産課長（柳沢 和男） おはようございます。

農林水産課長の柳沢です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○農林水産課参事（村田 一紀） おはようございま

す。農林水産課参事の村田です。引き続きよろしく

お願いします。 

○建設課参事（北村 省二） おはようございます。
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建設課参事の北村です。よろしくお願いします。 

○城崎振興局長（植田 教夫） おはようございます。

城崎振興局長の植田です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○城崎振興局地域振興課長（藤原 孝行） おはよう

ございます。同じく城崎振興局地域振興課、藤原と

申します。よろしくお願いします。 

○竹野振興局長（石田 敦史） おはようございます。

竹野振興局の石田です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○竹野振興局地域振興課参事（山根 哲也） おはよ

うございます。竹野振興局地域振興課、山根でござ

います。どうぞよろしくお願いします。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興局の小谷士

郎です。よろしくお願いします。 

 なお、地域振興課長の池内課長ですが、所用のた

め今日欠席しておりますが、よろしくお願いします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 出石振興局長の村上

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○出石振興局地域振興課長（午菴 晴喜） おはよう

ございます。同じく出石振興局地域振興課の午菴晴

喜といいます。よろしくお願いいたします。 

○但東振興局長（大岸 和義） 但東振興局、大岸和

義でございます。よろしくお願いいたします。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 但東振興

局地域振興課、道下です。よろしくお願いします。 

○上下水道部長（河本 行正） 失礼します。上下水

道部長の河本です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○下水道課長（榎本 啓一） 下水道課長、榎本です。

どうぞよろしくお願いします。 

○下水道課参事（堀田 政司） 下水道課参事の堀田

といいます。よろしくお願いします。 

○消防長（井﨑 博之） 消防本部消防長の井﨑でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

○消防本部参事（金納 広行） 消防本部参事の金納

です。よろしくお願いします。 

○消防本部参事（中地  修） 消防本部参事、中地

です。よろしくお願いいたします。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 事務局、小林です。ど

うぞよろしくお願いします。 

○委員長（上田 伴子） よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に、協議事項に移ります。 

 まず、（１）席次の指定について、ご協議をお願

いします。 

 正副委員長の席は決まっておりますが、各委員の

席について、今お座りの席でよろしいか、ご意見が

あればお聞かせください。（「結構です」と呼ぶ者

あり）よろしいか。 

 特にご意見がないようですので、席次については、

今お座りの席で決定いたします。 

 続いて、（２）委員会所管事項についてを議題と

いたします。 

 ４月に行われた各委員会での事務概要、また今回

新たに加わった事務概要の本委員会が該当するも

のについて、その進捗状況を説明していただきます。 

 当局から一通りの説明を受けた後、各委員から質

疑等をお願いいたします。 

 なお、現在常任委員会、特別委員会の会議録を市

議会ホームページで公開しています。委員の皆さん、

当局の皆さんにおかれましては、必ずマイクを使用

し、発言いただきますようお願いいたします。 

 また、金額や年月日などの言い間違い、個人情報

や未確定事項について、不適切な発言がないように

慎重を期してください。 

 それでは、豊岡市事務概要に基づき、防災課から

順次説明をお願いいたします。 

 どうぞ。 

○防災課長（畑中 聖史） それでは、事務概要５ペ

ージをご覧ください。防災課からは要配慮者利用施

設の避難確保計画に基づく訓練の実施ということ

でございます。 

 まず、現況と課題です。水防法と土砂災害防止法

が改正されまして、浸水想定区域や土砂災害警戒区

域内にある要配慮者利用施設の管理者等に対して

避難確保計画という計画の作成、それから訓練の実

施が義務づけられました。市では２０２０年度から

対象となる施設に対し避難確保計画の作成を呼び
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かけ、２０２１年度におきましては１６６施設ある

全ての施設から避難確保計画の作成完了というこ

とを受けております。あわせて、義務化されました

訓練の実施につきましては、２０２１年度１００施

設から訓練報告を受けているという状況でござい

ます。 

 基本方針ですが、訓練未実施の施設については、

施設の事業計画に訓練を盛り込むよう依頼をして

おります。それから、訓練実施施設につきましては、

より実効性の高い避難確保計画となるよう見直し

につなげていくということとしております。 

 ごめんなさい。概要です。１点目は、出水期前に

対象施設へ訓練の実施及び報告の依頼を行ってお

ります。２点目としまして、７月末時点で訓練報告

が提出されていない施設に対し、８月末の市民総参

加訓練を利用した訓練実施を促すこととしており

ました。３点目として、訓練予定日の報告のない施

設につきましては、その課題を聞き取り、課題解決

についての取組を進めることとしております。 

 進捗状況ですが、７月末時点で訓練報告が提出さ

れていない施設に対し、８月末の市民総参加訓練を

利用した訓練実施の依頼文書を送付しております。

１０月末時点の訓練実施率としましては、５３．

７％という状況でございます。１１月末時点で訓練

報告が提出されていない施設に対しまして、再度訓

練実施の依頼文書を送付することといたしており

ます。 

 防災課からは以上でございます。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、６ページ

をお願いします。新型コロナワクチン接種の推進に

ついてです。 

 現状と課題としておりまして、現在オミクロン株

対応ワクチンの接種と小児への接種を実施してお

りまして、今後は乳幼児への接種も実施する予定と

しております。 

 基本方針です。１２歳以上対象者へのオミクロン

株対応ワクチン接種を実施する、５歳から１１歳の

方、小児への接種を実施する、３つ目として、生後

６か月から４歳の方、乳幼児への接種を実施すると

しております。 

 次に、７ページをお願いします。接種率ですが、

１１月８日現在でオミクロン株対応分は１０．４％、

小児接種の初回の終了、１回、２回目が終わられて

る方は１５．２％となっております。 

 ２として、接種が受けられる期間です。これは２

０２３年３月３１日までとなっております。 

 ３番目として、接種対象者です。（１）初回接種、

１回目、２回目の方ですが、アとして、５歳から１

１歳以下の方、小児の方です。それからイとして、

１２歳以上の方となっております。（２）と（３）、

これ、従来株ワクチンによる３回目、４回目接種っ

ていうのは現在しておりませんので、ちょっと説明

は割愛させていただきたいと思います。（４）とし

て、オミクロン株対応ワクチン接種、これは初回接

種、１回目、２回目完了した１２歳以上の方が対象

です。（５）乳幼児初回接種、これは１回目、２回

目、３回目がセットで初回接種となっております。

生後６か月以上４歳以下の方、約２，４００人の方

の接種対象となっております。 

 次に、４、接種間隔です。（１）の初回接種、１

回目、２回目は、ファイザーのワクチンは２回目は

１回目接種からおおむね３週間、モデルナ社は２回

目は１回目からおおむね４週間となっております。 

 次に、８ページをお願いします。（４）のオミク

ロン株対応ワクチンの追加接種の分は、今年の１０

月２１日までは、前回接種から５か月の間隔、２１

日以降が、前回接種から３か月の間隔となっており

ます。（５）乳幼児の初回接種、１回目、２回目、

３回目については、２回目は１回目接種から３週間

後、３回目は２回目接種から８週間後の接種間隔と

なっております。 

 ５として、接種努力義務の適用状況ですが、年齢、

それから接種区分ごとに表にしておりますので、ま

たご清覧いただきたいと思います。 

 ６の接種するワクチンについても、年齢、接種区

分ごとに表にまとめておりますので、ご清覧をお願

いしたいと思います。 
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 次に、９ページをお願いします。接種体制等です。

（１）として、初回接種、１回目、２回目について

は、オミクロン株対応ワクチン接種の状況を見なが

ら接種枠を設定して接種をしております。（２）の

オミクロン株対応ワクチン接種についてですが、基

本的には（１）と同じ体制ということで、施設、そ

れから市の施設で接種する集団接種、それから市内

の医療機関での個別接種で実施しますが、この市内

の医療機関で接種する個別接種については、２０２

３年１月以降に実施する予定として今調整をして

いるところです。（３）の乳幼児の初回接種、１、

２、３回目については集団接種で実施する予定にし

ております。 

 ８のスケジュール等です。（１）初回接種につい

てのアの５歳から１１歳以下の方、小児の方は、今

現在市内の小児科医院のほうで個別接種で実施し

ております。イの１２歳以上の方については、オミ

クロン株対応ワクチンの状況を見ながら枠を設定

して実施しております。（４）のオミクロン株対応

ワクチン接種については、１０月８日から開始をし

て、今現在も実施中です。（５）の乳幼児の初回接

種については、１２月４日から実施する予定で、今

準備を進めているところです。 

 健康増進課からは以上です。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○建設課参事（北村 省二） 建設課からは雪害対策

事業と円山川水系河川整備事業の２件についてご

説明をさせていただきます。 

 資料の１０ページをご覧ください。雪害対策事業

の推進についてご説明をいたします。 

 現況と課題ですが、冬季における交通確保では、

車道６２９．４キロメートル、歩道１１４．６キロ

メートル、合計しますと約７４４キロの市道等を１

８６台の車両により除雪作業を行っております。こ

の距離は、直線距離で本市から岩手県盛岡市までに

なります。また、課題としましては、除雪機械等の

老朽化が進んでいく中で、受託者の所有機械の更新

が進まない状況にあります。また、除雪作業員の高

齢化により委託業者の確保が困難な状況になりつ

つあります。 

 基本方針では、冬季の交通確保については、計画

的な除雪機械の更新と市保有機械の増強を行うと

ともに、兵庫県と連携し、国、県、市道の効率的な

除雪方法を検討することや、きめ細やかな気象情報

を提供することで待機回数を減らし、作業員への負

担軽減を図ることで、受託業者の確保を図ります。

また、老朽化した消雪施設の更新を計画的に行い、

施設の適正化を図ります。 

 概要及び進捗状況ですが、（１）の除雪機械の更

新では、３．１メートル級除雪グレーダーと３トン

除雪トラックをそれぞれ更新し、日高地域と豊岡地

域に配備します。また、納品ですけども、グレーダ

ーにつきましては１月中と聞いております。ただ、

トラックについては架装メーカーの人材不足や材

料不足により未定と聞いております。ただし、納品

までに降雪があった場合は、予備車により除雪作業

に当たることとしております。 

 （２）の消雪施設の更新ですけども、地元要望や

消雪装置点検時に問題があった施設を対象に修繕

を実施しております。アの市道大篠岡駄坂線消雪施

設修繕は、豊岡市駄坂地内において全体延長４５９

メートルのうち、今年度は１３９メートルを修繕し

ております。完成予定ですけども、３月中の予定で

ございます。イの市道上住１号線ほか消雪施設修繕

では、城崎町桃島地内におきまして今年度１４３メ

ートルを修繕しております。完成は３月中を予定で

す。ウの市道赤崎江原線消雪施設修繕では、日高町

宵田地内におきまして全体延長８００メートルの

うち、今年度は３３７メートルを修繕しております。

完成は１２月中の予定です。エの市道中山虫生線消

雪施設修繕では、但東町中山地内におきまして全体

延長９２０メートルのうち、今年度は末端に当たる

１３８メートルを修繕しております。完成は３月中

の予定です。オの消雪揚水ポンプ更新では、竹野町

竹野地内におきまして今年度はポンプ２基の更新

を実施しております。１２月中に完成の予定です。

カの市道上町賀島公園線ほか消雪ノズル交換では、

竹野町竹野地内におきまして全２５４か所のノズ
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ル交換のうち、今年度は７０か所を実施しておりま

す。１０月３１日に完成をしております。 

 なお、ウの市道赤崎江原線については、１月以降

であれば使用可能という予定で動いております。ま

た、エの市道中山虫生線につきましては、３月いっ

ぱいかかると聞いており、今年度施工分の１３８メ

ーターにつきましては、消雪装置の使用はできませ

んが、施工業者による除雪対応で当たりたいと思っ

ております。それ以外の路線につきましては修繕は

完了しており、消雪の使用は可能となっております。 

 続いて、１１ページをご覧ください。円山川水系

河川整備事業の推進についてご説明いたします。 

 現状と課題ですが、平成２５年度、２０１３年度

から円山川水系河川整備計画を基に河川整備事業

が実施されております。あわせて水防災意識社会再

構築ビジョンにおける危機管理型ハード対策とし

まして、堤防強化等が行われております。また、治

水安全向上のために、国と県及び市が綿密な連携を

基に、今後も住民の意見を尊重しながら、積極的な

事業推進を図ることは必要だと考えております。 

 基本方針としましては、円山川水系河川整備計画

では、台風２３号と同規模の洪水が発生した場合で

あっても、国管理区間の全川にわたり家屋等の浸水

被害の軽減を図ることが可能となるような整備を

行うこととしております。計画で示された実施内容

の事業推進図るため、国、県並びに関係機関との連

携を一層強化し、用地買収の協力や地元調整の最大

限の支援をしてまいります。また、事業の早期完了

を目指し、積極的に国や与党政党等への要望活動を

行っております。 

 概要ですが、１の円山川水系河川整備計画から、

（１）堤防強化としましては、アの円山川下流地区

築堤ほか工事、円山川右岸１２．８キロ地点におき

まして六方川と立野大橋の間と奈佐川右岸３．８キ

ロメートル地点、尾登呂橋と堂ケ瀬橋の間で実施を

されております。工事のほうですけども、完了した

というふうにお聞きしております。それから、イと

ウの円山川大磯地区堤防強化ほか工事は、円山川左

岸１３．６キロメートル地点、豊岡南中学校付近と

円山川右岸１４キロ地点、豊岡南中学校対岸付近で

現在施工中でございます。 

 （２）の来日川合流部では、アの来日地区道路改

良工事は、ＪＲ今津トンネル付近で継続して実施さ

れております。現在施工中でございます。イの結和

橋下部ほか工事は、結和橋から県道豊岡瀬戸線への

アプローチ橋の下部工事になります。現在発注に向

け調整中とお聞きしております。ウの来日地区仮橋

撤去工事でございますが、発注に向けて調整中と聞

いております。 

 （３）の中郷遊水地ですが、アの下池では、囲繞

堤の上流部護岸工事が現在施工されております。ま

た、イの上池でも、築堤ほか工事が施工されており

ます。 

 （４）耐震補強では、六方水門耐震補強工事を令

和３年度から実施いただいておりまして、現在も施

工中でございます。補強工事の内容としましては、

鉄筋補強を行い、門柱の厚みや耐震化を進めておら

れます。 

 （５）日置・鶴岡地区の浸水対策では、アの日置

地区では、向日置橋右岸下部ほか工事が施工中でご

ざいます。また、向日置上部工事におきましては、

発注に向け調整中とお聞きしております。 

 １２ページをご覧ください。イの鶴岡地区では、

輪中堤実施に向け必要な用地買収を実施していた

だいておりまして、現在も関係地権者と交渉されて

おります。また、鶴岡地区築堤工事におきましては、

発注に向け調整中とお聞きしております。 

 ２の要望活動です。近畿直轄河川治水期成同盟会

連合会で国交省、それから財務省に要望を１１月１

８日に実施しております。また、８日には円山川上

流改修期成同盟会で国交省、財務省に要望しており

ます。 

 以上で建設課の説明は終わります。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○下水道課参事（堀田 政司） 下水道課からは雨水

整備事業について説明をさせていただきます。 

 １３ページをご覧ください。現況と課題について

です。雨水整備事業は、雨水幹線３９．７キロメー
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トルの計画に対して約１５．５キロメートルの整備

を終え、整備率は約３９．１％となっています。市

の財政状況を勘案しながら事業を推進する必要が

あると考えてます。 

 基本方針ですが、豊岡市公共下水道事業計画に基

づき、雨水幹線整備を推進してまいります。 

 概要及び進捗状況につきましては、工事箇所が河

川区域、農用地内であるため、出水期と農繁期等で

工事ができない時期があり、進捗率は１０％となっ

ています。 

 １４ページをご覧ください。福田排水池の平面図

をつけております。平面図に示しています赤色に着

色してるところが本年度の施工箇所です。延長は４

５２メートルを今年度施工する予定としておりま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質問はありませんか。いいですか。 

 どうぞ、松井委員。 

○委員（松井 正志） なら、ちょっと質問出なかっ

たらまずいんで、２つお聞きしたいんですけども、

教えていただきたいんですけども、まずワクチンの

接種の関係です。 

 期間制限ってのが、３か月、５か月とかあるんで

すけども、今市が使われとるシステムで予約変更し

たときに、例えば予約の内容によっては、自分が通

知があった日よりも遡って予約することは可能だ

と思うんですけども、その際に、その３か月とか、

５か月の制限ってのをチェックされるんでしょう

か。 

○委員長（上田 伴子） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 個人の方っていうか、

接種される方、本人がされる場合は一旦、今登録さ

れてるのを削除して、そこからもう一度、違う日に

ちを取り直すということになります。これについて

は、期間はチェックをされます。 

 ただ、コールセンターのほうに連絡してもらった

場合は、コールセンターのほうは変更ということが

システムでできますので、その場合であれば遡って

というか、一応オールマイティーみたいな形になっ

てますので、そこはチェックはかかってないという

状況です。以上です。 

○委員長（上田 伴子） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 実は私の経験で、たまたま１

月の８日ぐらいに、オミクロンの通知が来て、その

予定だったんですけども、それを、その日都合悪い

んで、別の日を探そうと思ったら遡ることができた

んです。たまたまその結果、何日だったかな、１２

月の２１日が取れたんで、それ取ったんですけども、

実は私が４回目っていうのは、９月の１８日だった

んで、最終的には３か月と３日だったんで、ぎりぎ

りセーフだったんです。そういうことで、チェック

ができてるからたまたまそういうふうになったの

か、それとも、何か偶然なのかってあたりがちょっ

と不安だったんで、そういうチェック機能が働いて

るかどうかを聞きたかったということなんですけ

ど、一応できとるということでいいんですね。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 接種者本人がされる

場合は、先ほど言いましたように、削除して新たに

追加という登録になりますので、チェックができて

るということです。以上です。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○委員（松井 正志） もう１点、建設課のほうの１

１ページの概要、進捗状況のとこの３番の中郷遊水

地のとこのアですけども、囲繞堤って書いてあるん

ですけども、囲繞堤っていうの囲むって意味ですか

ね。「いじょう」なのか、「いぎょう」なのか。 

○委員長（上田 伴子） 囲繞。 

 どうぞ。 

○建設課参事（北村 省二） 読み方は「いぎょうて

い」、「いじょうてい」どちらでも出るんですけど

も、堤防の機能としましては、円山川を見ていただ

きましたら、普通に円山川の堤防があります、それ

から……。 

○委員（松井 正志） 中身は分かってます、中身は

分かってるんだけど、言葉として、「いぎょう」な

のか、「いじょう」なのか、ちょっと確認だけなん
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です。両方ともいけるっていうことですか。 

○建設課参事（北村 省二） 両方ともいけます、「い

ぎょう」でも、「いじょう」でも。 

○委員（松井 正志） 分かりました。いいです。 

○委員長（上田 伴子） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 最近でも、火事が起きて、死

者が出たということがあって、いざとなれば消防署

が一生懸命適切な対応していただくんですけども、

それ以前にこの年末年始を控えて、豊岡市民の防災

意識ですね、ほんで防災、今、私が知ってる範囲の

市街地でいえば、まず区長の成り手がいない。それ

から区の力が、高齢化率がもう４割弱になってる。

それから消防団も新しく入ってくるんですけども、

訓練ができない、年末警戒はしない、初出はしない。

そういうような、コロナで警戒せないけないんです

けども、活動が十分にできず、制約されている、そ

して防災課からは区長のほうに封筒で訓練をしな

さいだけしか来ない。そういう、何ていうんかね、

防災意識、もっともっと高めていってもらって、こ

の年末年始を乗り切る方法というのをちょっと抜

本的に考えてもらえないのかなと。 

 訓練をもちろんしなくてはならないのは重々分

かってますけど、先ほど言いましたように、区の力

が弱まっとる中で何ができるかっていったら、区長

も嫌々なってる人が、それでできるかとか、民生委

員でも１００世帯に１人ってなったら、区をまたが

ってしていかなあかんのに、独居の人がたくさん増

えてきてる、とても対応できない。そういう今の現

状の中で、市民の防災をどう考えていくのか。 

 いざとなったら消防署がちゃんとしてくれるわ

じゃなくて、そうなる前の、何か豊岡市の防災の力

をつけていく、もう僕らでも想像ができないんです

けども、何かいい方法がないのかなと。もう今まで

のような形では本当難しいんじゃないかなと。 

 各地区、市街地だけじゃなくて、ほかでも独居の

人が大分増えてると思うんで、これから火を使った

り、何かのときに、何かならへんかなという、何か

考えてほしいなと。今すぐというわけじゃないんで、

現状はそうだということを認識してもらって、この

１１月の末、１２月、１月、何とか火災ゼロで乗り

切っていっていただきたいなと思うんです。何か感

想があればお聞かせください。 

○委員長（上田 伴子） どこ。消防署。（「防災監」

と呼ぶ者あり）防災。 

 どうぞ。 

○防災監（山本 尚敏） 確かにおっしゃるとおり、

この間も区長会の役員さんからも話があったりし

て、ご相談、消防団等の懇談する場を設けたり、そ

んなこともやっとるんですけども、実際に人口も少

なくなる、高齢化する中で、地域での担い手が少な

くなってくるってのは確実で、これは今後も進んで

いくことっていうのは明らかに予測されることと

いうことになってます。ですので、ここら辺り、そ

の個々の力、地域の力が弱くなっていくことで考え

られたのが、地域コミュニティの方策、取組という

こともありますので、小さい枠でできないことは大

きい枠をつくってやっていくという、それが一つの

地域コミュニティの考え方ですので、これは防災上

のことであっても共通することだと思います。 

 それから、もう一つ、個々の防災意識を、おっし

ゃったとおり高める、個々の防災に対する対応力を

高めていく、そういったとこがまずは大事になって

くると思いますので、防災の関係では、今進めてる

のが、まずはマイ避難カードの作成、まずは自主的

に動くことを、考えることをまずは始めていこうと

いうことで、マイ避難カードというようなこと、取

組を進めているんですけども、そういったとこも含

めて、今後は防災意識を高めていきたい、そういう

ふうに思っております。 

○委員長（上田 伴子） はい。 

○委員（木谷 敏勝） 頑張ってもらうしか、地域コ

ミュニティは地域コミュニティに、そういうの働き

かけたり、もう防災課だけではなくて、できること

は地域コミュニティなり、総務の区長会なり、あら

ゆるとこから連携取りながら、高めていくのもして

ほしいなとお願いしときます。 

○委員長（上田 伴子） ほか。 

 浅田委員。 
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○委員（浅田  徹） ２項目ほどお尋ねしたいと思

いますけど、一つは、防災課の施設の避難確保計画

による訓練ということが説明されました。非常に大

事なことかなと思ってます。ただ、事例的には、こ

の制度ができまして、その計画を策定されて、４年

前ですか、実際現場を見ておるわけですけども、非

常に手早くスピーディーに、ショートステイのデイ

サービスですけども、１５名ほど専用の車両でもっ

て一気に運んでこられ、階段を上がる、２階ですけ

ども、車椅子等、本当に職員さんが一生懸命、もう

短時間に、さらにトイレも足らないということで、

簡易トイレも全部設置していただき、宿泊も３名の

方が、看護師資格を持っておられる方、もうそれは

すごいなと思って、私は地区の役員しておりますの

で見に行ったわけですけども、地区の皆さんも、も

しも体調に変異、高齢者の方が多いわけですから、

７月豪雨だったんですけどね。 

 ただ問題は、やはりそういう集団的に、コロナの

前ですから、そういうことはできたと思います。こ

ういう移送に関しては、この場所がやはり内水浸水

エリアの避難所だったので、あれ以上来ると、今度

その周辺のこの車両全部水没するような、２階は大

丈夫なんですけども、そういう場所でこれだけの訓

練の、避難場所を想定した、言わば指定避難所でい

いのか。これは大きな今疑問に思ってます。 

 やはりそういう車両で一気に運んでいただくん

だったら、もっと、特に浸水エリア内、エリア外で、

そういう場所がちゃんと、こういう施設にはもっと

広い大きなスペースということができないのかな

っていうのが１点と、もう一つは、コロナ禍が続く

ということで、今度そのスペースですね。そういう

方たちが緊急避難されたときにじゃあ対応できん

のか、避難所が、のが２点目ですね。その辺をある

程度勘案して、訓練の実施のみならず、やはり今の

コロナ禍に対応した防災課も適正な、特定な、福祉

的な意味合いも含めた指定避難所、こういう施設に

関しては必要かなというのを思ってますけども、ど

うでしょうかっていうのが１点目です。 

 次は、これから冬季を迎えるということで、雪害

対策の関係です。非常に高齢化、なかなか受託につ

いて大変だというのは百も承知しておるわけです

けども、一つは、各除雪路線等ですね、これは別な

施策ですけども、各地区に除雪車等の補助制度がご

ざいますけど、そういうものについては、どうなん

でしょう、やはり市道であっても例えば除雪できな

いとか、幅員が狭くて外れてるとか、そういうとこ

を勘案しながらも、地区の、これはもうそれぞれ共

助でお願いしますよということを特定されながら

路線延長、公で充てるプラスアルファというふうな

ことでお考えになってるのか、それが１点です。 

 それと、ここへ書いてあります、消雪施設の更新

等のこれ見てますと、施工中ということで、アもそ

うですし、それからア、イ、エあたりは３月に一応

完成予定というふうなことです、もう完全な積雪の

時期終わって完成というふうなことになります。そ

の間は使えないのか。もしくはこういうのは、債務

でも使われて、むしろ１０月には試運転開始できる

というような、こういう工事発注の考え方ですので、

年度予算がついてからそれぞれ設計にかかるじゃ

なくて、やはり、あくまでも雪害対策ですから、そ

の時期には間に合わせると、そういう配慮っていい

ますんか、やっぱり一工夫が必要かなと思ってます

けど、その辺についてはどうでしょうか。 

 それと最後に、これは雪害の中でここ２年ほど、

やはり竹野地域の停電っていう、長期化する停電っ

ていうふうなことがございます。この対応について

はどうか。やはりこれは電柱に近接します樹木、山

地個人所有なことで、原因等は聞いております。た

だ、関電さんとの話の中で、結構建柱の位置が、山

を、山側、谷側って、道路ですけども、結構山側の

のり面の途中にやっぱり建柱がある、建柱されてる

と。その間ずっと現場も見たことあるんですけども、

それを反対側の部分だけでも、何本か言っても、そ

れは口で言うのは簡単ですけども、移設すればです

ね、反対側に、全く樹木の陰から電柱、電線あたり

は十分影響、被害を受けないところも、かなり見え

ます。そういう場所もあるんですけども、多分そう

いう場所は既にできとるとこですけども、被害を受
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けてないなと。そういう区間について、やはりこれ

は移設も含めてそういう協議ができないのかなと。 

 なかなか山の伐採とか、じゃあ樹木を切っていく

と、これも至難の業ですけども、それはもう電柱、

建柱の位置を変えるだけで回避できる場所も、ルー

トもあると思われますので、その辺についての協議

はされているのかどうか、もしもあれば、されたら、

雪のことですから分かりませんけども、それも一つ

の雪害対策かなと考えますので、その辺のお考えに

ついてお尋ねしたいと思います。まず以上です。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○防災課長（畑中 聖史） まず、要配慮者利用施設

の避難確保計画のことがありました。これにつきま

しては、そこに来られてる方、入所中ですとか、通

っとられる方の避難をきっちりやっていただくと

いうことで、訓練実施率は今のところまだ６０％程

度となっておりますけれども、より来られる方の安

全の確保のために、きっちり訓練等もやっていただ

くよう呼びかけをしていきたいと思っております。 

 それから、このコロナのときということで、避難

所、避難場所のスペースのことを言っておられまし

たけども、絶対的に避難所が不足してるっていうこ

とも事実ですし、面積も足りてないっていうのは事

実だと思っております。そのような状況でございま

すので、先ほど別件で防災監が申しておりましたマ

イ避難カードの作成というようなことで、分散避難

の呼びかけですとか、友人、知人のとこ、あるいは

場合によっては職場なんかに避難できる方はそう

いったところを選択してくださいというようなこ

とを、市としては一番の重点課題として、出前講座

呼ばれるたびに同じことを申してるようなとこで

ございます。そうすることによって、避難所でのス

ペースの確保といいますか、ができるのではないか

なというふうな期待も持っておりますし、ぜひそう

あってほしいなというふうに思ってるところでご

ざいます。 

 それから、指定避難所のことですけれども、こち

らにつきましても、なかなか避難所として整備して

るわけではございませんので、いろいろな物資が不

足したりですとか、快適に過ごせるっていうのはま

ずできないものだという状況がある中で、そういっ

たところも、例えばそれこそ地域コミュニティの

方々の協力を得まして、避難所に来られる方、お客

さんではないというふうな考え方の中で、自分たち

で避難所を運営していただきながら、より快適な避

難生活といいますか、何日間かのことになろうかと

思いますけども、やっていただけるようなことを呼

びかけておりまして、ぜひそういったコミュニティ

サイドからも動きを見せていただきたいなと思い

ますし、こちらもそういった機会を設けながら呼び

かけていきたいなというふうに思っております。 

 避難所関係につきましては以上でございます。 

○委員長（上田 伴子） 次、どうぞ。 

○建設課参事（北村 省二） 質問３ついただきまし

た。雪害の関係についてお答えをさせていただきま

す。 

 先ほど除雪機購入補助の関係の質問がありまし

たと思いますが、豊岡市では２０１２年度から４年

間、それから２０１７年度から３年間につきまして、

豊岡市除雪機械緊急整備事業補助金を緊急事業と

して実施しておりました。これ７年間の間に１００

件の購入補助の採択をしておりまして、しかし、現

在としてはそういう補助金の制度ございません。今

年の７月に市内全区にアンケートを実施しまして、

除雪機械購入の有無を確認したところ、購入を希望

される地区が３０地区ございました。 

 新たに豊岡市除雪機整備事業補助金を創設する

ために、今回１２月補正でも提案をさせていただい

ております。この制度、４月の事務概要説明のとき

にも松井委員のほうからちょっと質問がありまし

て、意見いただいておりまして、時限的な措置では

なくって、常設的な補助ができないかということも

ございましたので、今回常設補助としまして、今回

１２月補正で計上させていただいております。 

 それから、２つ目の消雪施設の更新の件ですけど

も、先ほど言いました、ほとんどはもう１月のこの

除雪、降雪時期には使えるんですけれども、先ほど

ちょっと言いました中山虫生線につきましては、３
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月いっぱいまでかかりますので、除雪、消雪装置の

運転っていうことはちょっとできませんので、施工

業者によります除雪をさせていただこうと思って

おります。先ほど一つ意見を言われました発注時期

が遅いんちゃうかということですが、我々も考えて

おりまして、何とか１０月完成を目指して発注を、

ちょっとでも少しでも早く発注できればなという

ふうに考えております。 

 それから３つ目です。竹野の停電の関係でござい

ます。２０２０年の１２月に発生しました但馬地方

での雪害対応につきまして、道路啓開作業に伴う障

害物除去について情報連携に課題があるというこ

とが判明しましたので、２０２２年の２月に関西電

力と関係課と協議を行っております。豊岡市と関西

電力との間で地震、風雪水害、その他の災害が発生

した場合における道路啓開や電気設備等の復旧に

係る応急措置の支障となる障害物の除去等に関し

て覚書を、２０２２年の６月２０日に締結をしてお

ります。市道では建設課が対応しますし、農道につ

きましては農林水産課のほうで情報伝達を行いま

して、この道路啓開に当たるというようなことを締

結、覚書を交わしております。 

 回答は以上です。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 冬季の積雪、

倒木による停電の関係で、委員からアイデアをいた

だきました。そのことについてお答えをいたします。 

 以前の議会でも林野庁の補助事業を活用できな

いかというお話でありました。その後議会なり、地

元の市政懇談会なりで、補助事業による取組は先進

地等視察に行く中でなかなか適用困難であるとい

うような状況が現在です。その後、防災課といろい

ろ何か対応できないかということは内部で話しな

がらも、近く施設管理者の関西電力さんともできる、

どういうことがお互いにできて、どういうことでそ

ういう停電防止につながるだろうというお話の場

を持つ予定としております。 

 先ほど浅田委員からありました建柱の場所を変

えるというのは、なるほどと思いました、場所によ

ってはそういうことも、施設管理者さんの都合がつ

けば有効な選択肢の一つだと思いますので、今後関

電さんともよく相談をしながら、どういう方法が有

効かということを研究して、できれば解消につなが

るように、関係者で検討してまいりたいと思います。

以上です。 

○委員長（上田 伴子） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 特に避難所の関係については、

そういう訓練の計画と併せてやはりどこにやっぱ

り避難されるか、そういうことを把握されながら、

やはり防災課としてもスペースの問題、距離の問題、

そういう言わばコロナという感染予防も含めた、そ

ういうことを勘案しながら適切な指導をお願いし

たいなと、これ要望でございます。 

 除雪のほうについてです。それよろしくお願いし

ます。確かに路線そのものが地元でというふうなこ

とになっていますけども、どうでしょう、今公的な

路線でもなかなか、非常に問題があるというふうな

ことがあります。業者の、言わばいろんな課題、問

題、なかなかこれだけの体力がないということも含

めて、その辺について、今年は一応計画してるとこ

ろについてはまあ大丈夫だと、業者も決まりとか、

そういうふうなことについて、今の状況をもう少し

説明していただければと思います。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○建設課参事（北村 省二） 今年も除雪の契約を、

各業者さんとは契約をさせていただいております。

それで、数年前に業者とのアンケートを取らせても

らった時点では、１０年後にはなかなか除雪を続け

ていくっていうところが少なくなってきてるよう

な回答もいただいております。今年度からですが、

建設課の中では新しい除雪のやり方っていうのを

検討しかけております。取りあえず先駆けて神鍋、

日高町の神鍋のほうでモデル的なことをしてみた

いと思ってます。 

 それは今、除雪路線がありますけど、そこだけを

今除雪しておりますけども、そうではなくて、除雪

路線以外の生活に使われている道路なんかも、例え

ば地区のほうに委託をさせていただいて、その中で
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一番大事なところをやっていただくというような

ことを今検討させていただいております。それがう

まくいけば、ほかの地区にも波及をしていきたいと

思っています。その先駆けとして、今年から機械購

入を地区へ促している状況でございます。以上です。 

○委員長（上田 伴子） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ありがとうございます。それ

については、特に一昨日ですか、もう火災が２件、

同じ日に発生という、そういう非常に火災について、

これからそういう暖房機等のシーズンに入るわけ

ですけども、なかなかやはり除雪ができてないと、

そういう今度全体的な地域の防災、火災も含めてで

すけども、ひとつその辺はよろしくお願いしたいな

と、これもお願いしときます。 

 それと、停電の関係ですね、言われたように、そ

ういうふうに一つは、方向として、これを一気にや

るという、なかなか関電さんも大変だと思いますけ

ども、風力になって建柱、つまり電柱の建て替えと

かそういうことも含めて、やっぱりそれをされる際

は、同位置じゃなくて、そういう場所は何とか新た

な、そういう雪害の場所じゃないところにというふ

うなことで、なかなか山のですね、建柱の位置その

ものが多分、土地についての所有者に借地料を払っ

とられますけども、その架線とか、その範囲につい

てのこれは、一切それはもうないわけですので、や

はりそういうことを地主に期待するよりも、自らそ

ういうところは努力、関電さんの努力、義務といい

ますか、義務じゃないですね、やはりそういうこと

を含めてお願いしたい。それも結構、私の知ってる

地域の方、独居、高齢化でほとんど暖房器具も含め、

やっぱりもう電化というふうなことで、そういう石

油からそういう電気に替えて、そういうことについ

ての、結果、それが使えないというのは、なかなか

生活も大変かなと思いますので、その辺引き続きよ

ろしくお願いしたいと思います。以上でございます。 

○委員長（上田 伴子） １点すみません、ちょっと

だけ挟ませてもらいます。除雪なんですけども、私

たちの地区でも補助をいただいて除雪機を買いま

して、以前は通学道路なんかも保護者が開けていた

んですけど、朝６時ぐらいから、だんだん子供の数

も減ってそれが困難になって、結局、地区の除雪機

を当番表を作って運転しながら、その方たちに地区

で人夫賃を払って、お休みの、除雪ができる方も数

名ですので、それで携われる方が、２名体制で、や

っぱり１名でしたら危険が伴ったら大変なので、２

名の当番で、朝早くから大体、通学路を先に開けて、

あとは、生活道路は後回しになってもって感じでさ

れておりますけども。地区に除雪機、補助をもらっ

て買って、そのメンテナンスが結構お金がかかって、

それが一番、地区の財政にとっては大変だなって思

うんですけども、そのメンテについての補助はない

わけですよね。すみません。 

 どうぞ。 

○建設課参事（北村 省二） 今年やろうとしている

補助ですが、これは機械購入だけの補助になってお

りますので、メンテナンスや、それから作業員の日

当は入っておりません。あくまでも機械購入の補助

になっております。 

○委員長（上田 伴子） はい、分かりました。いず

れちょっとメンテについても大変、メンテや保険と

かいろいろかかるんで、それについての補助も少し

でも考えていただけたらなと思って、意見です。 

 ほかにありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ３点ほどちょっと教えてくだ

さい。 

 まず１点目ですけれども、今年のお盆、コロナの

関係で今年お盆なんかはやっぱり消防の救急要請

といいましょうか、そういった形での病院も、個人

病院も休んでる中で、非常に大変だったっていうこ

とをちょっと聞いたりだとかしていますけれども、

また８波も入りまして、やっぱり年末年始に入って

きた際には、そういった状況が考えられるのかなと

いうふうに思う中で、何か対策を考えられておられ

るのか、そういったところ１点教えてください。 

 それから、２点目ですけれども、最近ちょっとニ

ュース等で、これ雪の関係になりますけども、除雪

した雪を田んぼとかに置くというか、いうような中
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で、持っておられるところに許可を取ってるのか、

取ってないのかで問題になってたっていう報道、ち

ょっと見まして、豊岡のほうもやっぱり雪が多いと

きには、もうそこらじゅうに、角地に置いたりだと

かいろいろしてるんですけれども、やはりちょっと

そういった、除去した雪の置き場所であったり、そ

ういったとこら辺、今のところ問題ないのか。いや

いや、実はちょっとまだそこまで対応ができてない

だとかいうようなところがあるのか、ないのかを教

えていただきたいなというのが２点目です。 

 もう１点目です。これも雪の関係ですけども、積

雪の場合、私の、各地域でも多分あるかと思うんで

すけど、山沿いのところになりますと、これはもう

毎年のようになって、竹だったり、木が雪によって

道路を塞いじゃって、通行が非常に困難になってし

まうんですとか、いろんな相談をするんですけど、

やっぱり個人の持っておられる私有地の問題等々

の中であるんですけれど、ただ、本当に事故を起こ

す可能性があったり、やはりそういったとこら辺、

要は費用の問題がかかってくるとは思うんですけ

ども、そろそろちょっとそういった形を、知恵を出

してでもいいんで、考えていく必要性が迫ってくる

ので、迫ってきてるんではないかなというようなと

ころがあるんですけれども、そういったところ考え

られておられるのか、今後考えていくのか、そうい

ったこと、この３点、ちょっとお願いできますか。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○消防本部参事（金納 広行） 先ほどコロナ禍第８

波ということで、大変になったのではないかという

ご質問についてお答えしたいと思います。 

 消防本部としましては、今のところコロナによる

傷病者の搬送によって大きく救急搬送が増えたと

いう事実は特にありませんので、きちっとコロナ対

応をして、通常の救急対応しているという状況です

ので、特に対策ということは考えておりません。以

上です。 

○委員長（上田 伴子） 次、北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 先ほど除雪の排雪の関

係ですけども、まとまった量の排雪場所っていうの

は豊岡市内２か所と、城崎１か所設けますが、除雪

中の排雪は、基本的には了解を取っておりません。

どうしても両側にこぼれる分はしかたがないと思

っております。どうしても畑や空き地に押し込むこ

とがよくある、見かけております。昨年は苦情や聞

き取りもさせていただいているとこですが、特に昨

年はそういう畑だったり、田んぼだったり農地に雪

を落として入れたっていうような苦情は聞いてお

りません。 

 それから、倒木の関係でございます。やっぱり先

ほども言われました、あくまでも持ち主に木を切っ

てくださいよというお願いをまずさせていただい

ております。それでどうしても緊急性を要するもの

に関しては、お断りをさせてもらって、豊岡市のほ

うで切らせていただいてるというのが今の現状で

ございます。今後も支障となる物は、雪が降るまで

に道路パトロールしておりますので、気になる部分

につきましては、土地の所有者に伐採のお願いをさ

せていただき、今後もそういうような形を続けたい

というふうに思っております。以上です。 

○委員長（上田 伴子） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） それでは、１点目のやつ、な

ら、今のところ特に問題はないというふうに思って

おけばよろしいですね。ただ、非常に消防団員の、

消防署員の皆さんは非常にそういった意味合いで、

人数的な問題が多少あって、もしかしたらそういっ

た勤務体制等々の、コロナかかったりとか、対応が

非常に厳しいのかなっていうふうなこともあった

のかなというふうに思うんですけれども、できる限

りしっかりとした体制づくり、要は言い訳ができな

いというふうに思いますので、その点はよろしくお

願いしたいと思います。 

 それから、先ほど除雪した雪をどういうふうな形

は、今までは多分それでよかったと思うんですけれ

ども、その報道ではやっぱり賠償責任だとか、そう

いった問題が出てきてるというふうな認識はやっ

ぱり持って、今まではよかったんです。急に、数年

間ここにも雪を放置されて、もう困ったんやみたい

な話で、そういった賠償問題になったような報道だ
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ったと思いますので、今まではよかったんで、その

ままでええっていう考え方はちょっと一回見直し

ていただいて、そういった諸問題になったときにど

ういった対処ができるのか。事前に分かるところに

ついては許可をもらっとくだとかいう手だては考

えといていただきたいなというふうに思っており

ます。 

 それから３点目の、それはもう分かってるんです

けれども、ただ、本当に事故が起きた場合、確かに

所有者の方との問題があるかと思うんですけれど

も、そこに道がある。道がなければある意味、所有

者の方はほっときゃええっていうふうなところが

あるんで、考え方は正しいかもしれないんですけど

も、でもそこには公共の道がしっかりある。だから、

そういった問題が出てきてるというふうな認識の

考え方だったり、そういった考え方をもうそろそろ

考えていかなければ、そういった場所がどんどん増

えていって、特に豊岡市内の交通は、車がやっぱり

中心になってますので、なおかつ年齢が増えれば増

えるほどそういった交通事故のリスクが増えてき

ます。 

 本当に子供が歩いてて、子供、何か事故が起きた

ときに、もうすごい大問題になったりだとかいうふ

うなことがありますので、ちょっとやっぱりここの

論点を、そこに道があるから、そういった問題があ

る。その公共の道をどういうふうに解決していくか

っていう観点を持ってもらわないと、この問題は解

決しませんし、そういったリスクが毎年増えていく

というふうに思うんですけど、その辺りどう思われ

ますか。 

○委員長（上田 伴子） 北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） なかなか難しい問題だ

というふうに思っております。この場で必ずします

ということもちょっと言えませんので、パトロール

のほう強化させていただいて、どういうものがどれ

だけ支障になるかっていうのは、パトロールしてま

すので、分かると思いますので、報告を受けながら、

どういう対策ができるか検討をさせていただこう

と思います。必ずしも全部切りますっていうような

回答はちょっと今ではできないですけども、考え方

はどういうふうにこれからやっていくか検討させ

ていただきたいというふうに思ってますので、すみ

ませんが、そういうような回答になります。 

○委員長（上田 伴子） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） やはり事故が起きてからでは

僕は遅いような気がしますので、特に交通が多いと

ころについては優先順位を決めるなりしながら対

策を取っていただきたいな。もし本当に小学校だっ

たり、学生の子が自転車で通って事故が起きたりだ

とかいうふうなところは非常に考えられるなって

いうふうに思いますので、観点を変えていただいて、

優先順位をつけるなりしていきながら、知恵を出し

てやっていただきたいと、これは要望になりますけ

ど、よろしくお願いします。以上です。 

○委員長（上田 伴子） ほかありませんか。 

 それでは、ないようですので、以上で委員会所管

事項の事務概要については終わります。 

 この際、当局の皆さんから特にご発言はありませ

んか。 

 ないようでしたら、報告事項のある農林水産課以

外の当局の皆さんは退席していただいて結構です。

お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。 

午前１０時３１分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３６分再開 

○委員長（上田 伴子） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開します。 

 次に、当局から報告事項についてですが、農林水

産課から報告について申出があり、これを許可して

おりますので、ご了承願います。 

 それでは、農林水産課、説明をお願いいたします。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） お忙しいとこ

ろ、お時間を取っていただきましてありがとうござ

います。竹野町森本地区の地滑り事業についての概

要のご説明でお時間をいただきました。 

 ですが、冒頭、すみません、少し農林水産課所管

の工事につきまして、積算の誤りというようなこと
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がございましたので、ご説明を既にお聞きになった

委員さんもおられるかとは思いますけど、防災対策

調査特別委員会としてまたおわびを申し上げたい

と思いますので、少しお時間をください。 

 先ほど申しましたとおり、日高町の頃垣から太田

に向かいます清滝の農免農道の積みブロック、擁壁

修繕工事というものを発注しておりました。これが

既に契約して２か月少し、今現在時間たってるんで

すが、この２か月経過したところで積算の誤りが、

入札参加した業者さんの指摘で判明をいたしまし

た。既に契約から２か月経過しておりましたので、

これを契約破棄して新たに入札ということになり

ますと、３か月のタイムロスが出てしまって、冬季

にもなりますし、一刻も早く工事を進めてほしいと

いう地区の方にもご迷惑をおかけしますし、道路管

理者としても通行車両の安全確保というようなこ

とを考えますと、現在契約させていただいてます業

者さんの契約を有効として進めることが、安全上は

ベターと判断いたしました。それで関係の業者さん

全てにおわびをするとともに、ご説明を申し上げて、

ご了解をいただいて、現契約を継続して、現在現場

のほうにも現契約の業者さんで入って、一刻も早い

復旧を目指して工事を進捗させてるところでござ

います。 

 実際的に過大設計になっておりましたことにつ

いては、契約した業者さんのご了解もいただいて、

適正価格での変更ということでもご了解をいただ

いてますので、実損は結果的にはないのですが、市

の信用、信頼性の低下ということを招いてしまって、

関係者や市民の方に多大なるご迷惑をおかけした

と思っております。今後こんなことがないように、

さらに関係職員、私を含めて気を引き締めて再発防

止に取り組んでまいりたいと思いますので、誠に申

し訳ございませんでした。すみません、二度とない

ように頑張りたいと思います。 

 それでは、すみません、本題の竹野町森本地区の

治山事業について、農林水産課の村田参事のほうか

ら概要の説明をさせていただきます。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ、村田参事。 

○農林水産課参事（村田 一紀） よろしくお願いし

ます。本件につきましては、竹野町森本地区の治山

事業についてでございます。概要についてご説明を

させていただきます。 

 去る、先月ですが、１０月に竹野町の森本で地滑

りが発生したことが確認をされました。影響範囲に

つきましては、幅が１９０メーターで、延長が２２

０メーター、約４ヘクタールのエリアが大規模に地

滑りが起きております。現地には亀裂、陥没、崩壊

などはもう数十か所にわたりまして多数発生いた

しております。現在兵庫県と対応について協議を進

めているところでございます。 

 お手元の図面のほうを見ていただきたいと思い

ます。まず位置関係ですが、旧の森本中学校から床

瀬に向かいまして県道があります。途中には竹野南

のコミュニティセンターが位置しておりまして、そ

こから東の方角の山になります。近隣については、

竹野南の森林公園等々もありまして、農林水産課が

所管しております公園があります。その横の谷の赤

で囲った部分が４ヘクタールにわたりまして地滑

りが発生をいたしております。 

 右の写真を見ていただきますと、まず１番目、こ

れが４ヘクタールの一番最下流になりまして、ここ

が４メーターぐらいな高さの崩落が、のり面崩壊が

起きております。 

 ２番目の崖の写真でございますが、段差が既に２

メーターぐらい、真ん中に職員が写っておると思い

ますが、作業道の陥没が２メーターぐらいあるとい

うような写真でございます。手前については５０セ

ンチ、４０センチ、３０センチ、１メーター未満の

陥没箇所が見られるというふうに写真で見ていた

だいたらと思います。 

 最後については、同じように段差が１．５メータ

ーぐらいありまして、一番右ですが、拡大の写真に

見ていただくと、かなりな、現在こういうような状

態になっておりまして、地滑りが引き続き続くんで

はないかなというふうな状況が確認をされます。 

 以上で現在の状況の写真の説明をさせていただ

きました。 
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 経過につきまして、レジュメのほうに戻らせてい

ただきます。１０月の１５日に地元猟友会のほうか

ら、竹野の森本の区民の方に連絡がまず入りまして、

翌、区民のほうから兵庫県の県議のほうに連絡が入

った次第でございます。県議より、１０月の２４日

でございますが、農林水産振興事務所の所長のほう

に連絡があって、翌２５日に現地確認をした次第で

ございます。その翌日、豊岡市と農林振興事務所の

森林課の方々と現地を確認をさせていただいて、今

の状況が把握できたということになっております。

同日、森本区の区長さん、及び区民の方々には区長

さんから周知をしていただいて、現地のほうに入ら

ないようにという手だてを既に行っております。１

１月の２日には県庁の治山課及び朝来農林の振興

事務所の方、当然豊岡農林のほうと豊岡市で対応に

ついて協議を行った次第でございます。 

 そのときの対応の方法です。今後の対応というこ

とで、３番目に書かせていただいてまして、豊岡市

において周辺、まずは豊岡市は周辺住民の方に周知

をして、危険があったときには素早く連絡ができる

ようにということで、土石流センサー及び伸縮計の

設置をさせていただいて、動態観測を行うという役

割分担にしまして、２番目に、兵庫県につきまして

は、現地の土質調査のボーリングを行いまして、概

略の調査を行って現状を把握して、今後対策事業の

方法についての検討を行っていただくということ

で、既に動き出しております。 

 事業期間でございますが、動態観測につきまして

は、今年度と来年度２か年調査を行いまして、どれ

ぐらい沈んでいくんだとか、動いているんだとかと

いう動態観測と、もしものときの土石流センサーの

把握について努めさせていただきたい。兵庫県につ

きましては、対策事業を、どの事業で行うかという

ことを今年度から調査と検討していただいて、事業

の推進に当たっていただくということにしており

ます。豊岡市の概略の予算ですが、土石流センサー

と伸縮計及び皆さんに周知をできる無線の方法に

ついての概略の予算で約５００万円を計上させて

いただいて、対応していきたいというふうに思って

おります。 

 地滑りが４ヘクタールという広大なエリアでご

ざいますので、実際、朝来農林のほうで地すべり対

策室というセクションがありますので、地滑りで対

策するに当たっては、朝来のほうで事業展開をして

いくと。堰堤で土を止めるということになると、治

山事業になりますので、その場合については豊岡農

林のほうで対応していただくという役割分担には

なろうかというふうに聞いております。ただ、今の

現在では結構、まだ雨が降ったら白濁の水が流れて

くるとかいうことが懸念されますので、その辺を県

のほうでは十分注意をしていただきたいというこ

とでご説明をいただいております。 

 最後に、土石流がもしも起きたときということで、

下流域の、具体的な人家、住民の方々への影響は少

ないというふうには思っておるんですが、図面の位

置図を見ていただいたら、この竹野、床瀬から三椒

川というのが竹野川に向かって流れております。そ

れが土が流れてきた場合に閉塞をして埋まってし

まった場合については、農地はもとより、上流域の

民家に自然ダムができて水がたまった場合、かなり

影響が出るのではないかという想定の下にいろい

ろ検討していただくということでございます。いず

れにしても早急な対応、すぐさせていただいて、地

元の方々にも周知を引き続きしていきたいという

ふうに思ってますので、ご理解をいただきたいとい

うふうに思っております。 

 簡単ですが、私のほうからの説明とさせていただ

きます。以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 何か質問があれば、挙手をお願いします。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） このぐらいの規模だったら国

庫補助対象になるんですかね。 

○委員長（上田 伴子） はい。 

○農林水産課参事（村田 一紀） 国庫補助対象で今

は考えておられます。 

○委員長（上田 伴子） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） これ見てましたら、写真も現
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地ももうかなり古い時代から、言わば滑りを繰り返

しながらなだらかな、こういうコンター見とっても、

それとやっぱりこれ地滑りの図面の地図が載って

ますけど、丸で囲んでありますね、その上でもかな

り滑って、完全にこれもう円弧滑りですわ。現場も

写真見とったら、古いときからずっと小さな滑りを

繰り返し、亀裂がたくさん入ってる。そこにさらに

雨がずっと長い期間、いったら上の、崩れていった

土砂と硬い地盤のところからぐっと一気に滑り出

したという場所かなと。その下流側もほとんど地盤

的には安定しとって、非常にボトルネックみたいな

形状になってますのでね。 

 それと心配しますのは、ここに天然ダムというの

が、詳細図にあります。これは大きな図面ですね、

これはあくまでも地図と比べたら、昔はこれずっと

渓流で、２つの、言わばこの白図を見てましたら、

どうしても谷あいの川の２つが浸食して渓流にな

って深くなって、この川沿いの地盤から滑っていく

というような状況、さらに、これが普通は怖い部分

ですけど、この天然ダムもこの地図とこの詳細図見

てましたら、塞いでる、川を塞いでダム化してるわ

けですわ、ちっちゃなダム、天然ダムって書いてあ

りますけども、分かりますかな。写真がつけてあっ

て、赤い、写真の横のほうにあるんですけども、や

っぱりこれは渓流を滑った土砂が、止めてですね、

ダムっていうんか、水たまりになっちゃってる。結

局こういうのが怖いんで。 

 ただ、はっきり言って、こういう場所は、いろん

な、本当に山に入り込むと出てきます。これで地形

はだんだんと変わってきながら、こういう平たんな

ところをつくっていって、昔のこういうところ、畑

があって、多分こういうことも想定できるんですけ

ども、ただ、やはりこういう時代ですから、しっか

りと調査をされて、人家連たんでもございませんし、

ただ山の大事なとこかなということは理解します

ので、あまり市としては、やはりもう上にお願いさ

れてということかなと。これは下に、もうこの谷あ

いに集落がある、そういう地形の場所もたくさんあ

るんですけども、ここ滑っても、本当に怖いのはこ

の川で、これ竹野川なんですかね。（「三椒川」と

呼ぶ者あり）え。（「竹野川の支流の三椒川」と呼

ぶ者あり）支流の、これもむしろだあっと来たのが

ということから、ちょっと土留め堰堤があればとい

うふうなことを思いますので、どんどん上のほうに

働きかけを、今、今日降って滑ったとこじゃありま

せんので、ずっと経年的に滑って滑ってクラックが

いって、その重みで滑って今回みたいなどっと変異

が起きて、これで今のところはまだ僕は安定してる

と思ってるんですよ、一応この形で。その辺も含め

て、この図面しか、現場僕は見てませんので、非常

にそういう対応をしっかりとお願いしたいなと。言

い方悪いですけども、大きな根本的な大規模なダム

というようなことを想定しながらじゃなくて、やは

りそういうことも経済、どんな費用対効果といいま

すか、そういうとこに十分勘案して進めていただき

たいなと、こんな思いしております。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○農林水産課参事（村田 一紀） 現状のほう少しだ

け、もう少し説明をさせていただきますと、以前か

ら、数十年前からずった跡が、実は地滑りが起きた

跡がありました。それは小規模でしたので、現状で

収まっとったというのが一つ現状にあります。 

 写真を見ていただいて、１番の末端の崩壊写真っ

ていうのが、一番その区域の、先ほど末端だという

お話をさせていただいたんですが、これがずった影

響で全体が滑ってきたのかなというのが現地の農

林の方々とのお話でした。それをずった関係で全体

が、４ヘクタールがずっと動き出したというのが、

今の見立てでございます。これから原因については

当然、詳細を県のほうとで調整をして、聞かせてい

ただきたいというふうに思っております。 

 それともう一つは、竹野の竹野南のコミュニティ

センター及び旧森本中学校から東の山については、

治山事業が数年にわたって展開をされてます。県営

事業、市の災害復旧等々でもアンカーを打ってのり

面を止めるというような現場が多々あります。した

がって、この一帯のエリアについては、今委員言わ

れたとおりで、かなり前から緩いような地形ではな
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いかなというのは推測されますので、その辺は十分

注視をさせていただいて、意見も聞いて対応に当た

っていきたいというふうに思ってます。当然県の力、

国の力が必要ですので、その辺は相談させていただ

いて、対応策に当たっていきたいというふうに思っ

ております。以上です。 

○委員（浅田  徹） お願いします。 

○委員長（上田 伴子） よろしくお願いします。 

 ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） いいですか。（「はい」と

呼ぶ者あり） 

 それでは、この件は、この程度にとどめたいと思

います。よろしくお願いします。 

 それでは、農林水産課の方は退席していただいて

結構です。お疲れさまでした。 

 それでは、次に、（３）委員会の運営方針につい

てを協議いたします。 

 本委員会の調査範囲は相当に広く、委員会として

は調査内容を絞り、より効果的、効率的な成果を上

げるために、重点調査事項を決めて、それに沿って

進めていきたいと考えています。改めて今期の委員

会重点調査事項について協議をお願いいたします。 

 事務局の説明を求めます。 

○事務局主幹（小林 昌弘） ４ページに本年１０月

までの重点調査事項を別紙１としてつけておりま

す。２０２２年度（前期）防災対策調査特別委員会

の重点調査事項としまして１０点ございます。 

 まず１点目に、本庁・振興局の防災体制並びに庁

内事業継続計画（ＢＣＰ）について、２点目として、

内水処理対策について、３点目、河川・土砂災害対

策（円山川緊急治水対策、危険度判定システム等）

について、４点目、地震・津波対策について、５点

目、高潮対策について、６点目、原子力事故災害対

策について、７点目、雪害対策について、８点目、

自主防災組織について、９点目、市民（子供を含む）

防災意識の向上について、１０点目、感染症対策等

についてです。 

 ２０２２年度後期の重点調査事項について、前期

項目を引き継いで取り組んでいくのか、また新しい

項目を加えていくかなど、ご協議をいただければと

思います。 

 なお、参考としまして５ページに当委員会の設置

要綱を、それから６ページに昨年度の委員会開催経

過を添付しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） ただいま事務局から説明が

ありました。 

 今期の重点調査事項について、ご意見等ございま

すか。（「これでいきましょう」「これで」と呼ぶ

者あり）いいですか。（「いいと思います」と呼ぶ

者あり） 

 それでは、そのように、今期の重点調査事項につ

いても、このように決定しました。 

 続いて、次の委員会では特にどの項目について調

査研究を進めていくのかをご協議いただきたいと

思います。 

 特になければ、正副にご一任願いたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） またこの間ご意見があった

場合は、私たちまたは事務局のほうにメールでお願

いいたします。 

 それでは、（４）委員の選出についてを協議いた

します。 

 ７ページに別紙２として添付しております議会

改選役員等一覧表のうち、当委員会に関係するもの

として、豊岡市災害対策本部出席者があり、委員長

が出席することになっておりますので、ご確認願い

ます。よろしくお願いします。 

 次に、（５）その他ということで、委員の皆さん

何かありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） それでは、以上をもちまし

て、本日の防災対策調査特別委員会を終了いたしま

す。ご苦労さまでした。 

午前１０時５８分閉会 

──────────────────── 


